
 

 

「3D 形状認識」が、設計現場の DX を加速する。 

製造業設計現場に AI を適用し DX を推進するために必要不可欠な 

「３D 形状認識」を実現しました。 

株式会社アストライアーソフトウエア（本社：東京都豊島区、代表取締役社長：四條

清文、以下アストライアーソフトウエア）は、AI・ディープラーニング技術を用いた

３D 形状認識 AI モデルを開発し、同社デモサイト（http://demo.astraea-soft.com/）

で公開しました。 

 

DX（デジタルトランスフォーメーション）は今日特に注目されているキーワードの一

つです。企業の生産活動に積極的にデジタルを取り入れることを指しますが、最近で

は AI 技術による業務効率化、高品質化に関心が急速に高まっています。 

 

我が国の基幹産業の一つである製造業各社も、AI 技術による DX 推進に着目し、多く

の活用事例が報告されていますが、それらは製品設計前の市場調査に基づく商品企画

や、製品設計後の不具合確認などが多く、エンジニアリングチェーンの中核である製

品設計や生産準備に対する事例がほぼ存在しませんでした。 

 

この大きな理由の一つは、今や製品設計の基準となっている 3DCAD、CAE などに用

いられる３D 形状データを認識できる AI モデルがないことです。 

このような状況を打破し、どこよりも早く最新の技術を設計者に届けるため、アスト

ライアーソフトウエアは AI 研究を続け、ついに３D 形状データをそのまま認識させ

ることに成功しました。 

 

この技術で開発された以下の３つの AI モデルが、アストライアーソフトウエア社デ

モサイト（http://demo.astraea-soft.com/#）に公開されました。 

 

●ボルト形状認識： 

ボルト形状認識は、ボルトヘッドやねじ穴の形状を認識し、7 つのタイプに分類しま

す。 

●パイプ形状認識： 

パイプ形状認識は、配管の形状を認識し、直管、エルボ、ティー、クロスの 4 タイプ

に分類します。 



 

 

●マニフォールド形状認識： 

マニフォールド形状認識はマニフォールド管の分岐数を認識し、2 分岐、3 分岐、4 分

岐に分類します。 

 

AI モデルが３D 形状を認識できれば、設計現場において「形状識別」、「類似性判断」、

「新形状合成」などに応用できます。 

 

●形状識別： 

形状識別は入力された 3D 形状をあらかじめ定義されたクラスに分類する作業で、こ

れには教師付きデータを用いたトレーニングを行います。 

 

●類似性判断： 

類似性判断は入力された形状に似通った形状をデータベースなどから検索します。形

状の特徴量を抽出し、データベース内で既存形状の特徴量と比較しますので、トレー

ニングに VAE や GAN などの生成モデルを用います。 

 

●新形状合成： 

新形状合成は類似性判断と同じく適切にトレーニングされた AI モデルから抽出され

た特徴量ベクトルを、複数の形状についてブレンドし、新しい形状を自動的に生成し

ます。たとえば既存の複数の車体について、それらのテイストをうまくブレンドし、

新しい車体を生成できます。 

 

３D 形状認識技術は、形状識別、類似性判断、新形状合成などに応用でき、AI・ディ

ープラーニング技術を設計現場に直接的に活用できます。これにより、ようやく製品

設計、生産準備を含めたエンジニアリングチェーン全体に AI 活用による DX が進み

始めたと言えます。 

 

さらに詳しい技術説明については、アストライアーソフトウエア社研究開発ページ（ 

https://www.astraea-soft.com/research）をご覧ください。 

 

以上 


